
０．メインメニューの表示とライブラリーリストの設定

ADDLIBLE  PROINQLIB  *LAST
↓ <実行キー>
GO PROINQMN
↓ <実行キー>
メインメニューが表示されます
↓
※まず調査したいアプリケーションを実行するライブラリーリストを設定してください

１．「システム構成データの収集」の実行

コマンドラインにオプション番号’１’を入力
↓ <実行キー>
ユーザーライブラリーリストの一覧画面が表示されます
↓
調査対象のプログラムライブラリーを’Ｓ’で選択します
｜ 中身を確認したいライブラリーを’５’で選択します
｜ ｜
｜ ↓ <実行キー>
｜ 中身が表示されます
｜
↓ <実行キー>
選択したライブラリーの確認画面が表示されます
↓ <F10キー>　→　調査対象プログラムライブラリー一覧（PGMLIB）が作成されます
ユーザーライブラリーの一覧画面に戻ります
｜ <F3キー> ｜ <F10キー>　→　システム構成データ（PGMREF）と
｜ ↓ 構成オブジェクトの属性データ（OBJATR）が作成されます
｜ マスターデータが作成された旨のメッセージが表示されます
｜ ｜ <実行キー>
｜ ｜
↓ ↓
メインメニューに戻ります

２．システム構成照会

コマンドラインにオプション番号’２’を入力
↓ <実行キー>
プログラムIDの指定画面が表示されます
↓
プログラムIDを入力します
↓ <実行キー>
指定したプログラムから呼び出されるプログラムおよびそれぞれのプログラムで使用している
DBファイルとその使用方法が階層構造で表示されます
｜ ｜ ｜ ソースを編集したいオブジェクトを’５’で選択します
｜ ｜ ｜ ｜
｜ ｜ ｜ ↓ <実行キー>
｜ ｜ ｜ ソースメンバー一覧が表示されます
｜ ｜ ｜
｜ ｜ ｜ 99=　：指定したプログラムの階層レベル=00とした場合の階層レベルを表します
｜ ｜ ｜ 紫色：データアリア
｜ ｜ ｜ 赤色：ファイル
｜ ｜ ｜ 青色：プログラム
｜ ｜ ｜
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｜ ｜ ↓ <F10キー>
｜ ｜ TEXT表示と、ライブラリーとその他属性の表示が切り替えできます
｜ ｜
｜ ↓ <F12キー>
｜ プログラムIDの指定画面に戻ります
｜
↓ <F3キー>
メインメニューに戻ります

３．システム構成逆照会

コマンドラインにオプション番号’３’を入力
↓ <実行キー>
オブジェクトIDの指定画面が表示されます
↓
オブジェクトIDを入力します
↓ <実行キー>
指定したオブジェクトを参照しているプログラムが逆階層構造で表示されます
指定したオブジェクトがDBファイルの場合はその使用方法が表示されます
｜ ｜ ｜ ソースを編集したいオブジェクトを’５’で選択します
｜ ｜ ｜ ｜
｜ ｜ ｜ ↓ <実行キー>
｜ ｜ ｜ ソースメンバー一覧が表示されます
｜ ｜ ｜
｜ ｜ ｜ 99=　：指定したプログラムの階層レベル=00とした場合の逆階層レベルを表します
｜ ｜ ｜ 紫色：データアリア
｜ ｜ ｜ 赤色：ファイル
｜ ｜ ｜ 青色：プログラム
｜ ｜ ｜
｜ ｜ ↓ <F10キー>
｜ ｜ TEXT表示とライブラリー表示が切り替えできます
｜ ｜
｜ ↓ <F12キー>
｜ オブジェクトIDの指定画面に戻ります
｜
↓ <F3キー>
メインメニューに戻ります

４．QUERY プログラムライブラリー一覧

コマンドラインにオプション番号’４’を入力
↓ <実行キー>
１．で選択した調査対象のプログラムライブラリー一覧（PGMLIB）が表示されます
↓ <F3キー or F12キー or 実行キー>
メインメニューに戻ります

５．QUERY システム構成データ

コマンドラインにオプション番号’５’を入力
↓ <実行キー>
システム構成データ（PGMREF）が表示されます
↓ <F3キー or F12キー or 実行キー>
メインメニューに戻ります



６．QUERY オブジェクト属性

コマンドラインにオプション番号’５’を入力
↓ <実行キー>
システムを構成するオブジェクトの属性データ（OBJATR）が表示されます
↓ <F3キー or F12キー or 実行キー>
メインメニューに戻ります

７．QUERY システム構成照会　　印刷

コマンドラインにオプション番号’７’を入力
↓ <実行キー>
２．のシステム構成照会で照会した内容がが表示されます
↓ <実行キー>
２．のシステム構成照会で照会した内容がが印刷されます
↓ <F3キー or F12キー or 実行キー>
メインメニューに戻ります

８．QUERY システム構成逆照会　印刷

コマンドラインにオプション番号’８’を入力
↓ <実行キー>
３．のシステム構成逆照会で照会した内容がが表示されます
↓ <実行キー>
３．のシステム構成照会で照会した内容がが印刷されます
↓ <F3キー or F12キー or 実行キー>
メインメニューに戻ります

以上


